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＜要約＞

　酸処理および研削処理したエナメル質試料を、合成方法の異なるハイドロキ

シアパタイト県懸濁溶液で浸漬処理し、エナメル質表面の形状変化を電界放出

型走査電子顕微鏡(FE-SEM)で観察した。その結果、湿式法により合成し、結晶

制御したハイドロキシアパタイトの県懸濁溶液で処理すると、エナメル質表面

は平滑な形状へと変化した。なお、作用させたハイドロキシアパタイトの種類

により、その表面形状に差が認められた。
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